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静脈に刺入せる注射針をマノメーターに接続して測定した。手背皮下 Na131 1 クリアランス・テスト









静 脈 {象 正 常 。 20 
1 側腕頭静脈異常 。 8 
両側腕頭静脈異常 8 5 
上 大 静 脈 異常 1 3 
上大静脈十 1 側腕頭静脈異常 1 4 
上大静脈十両側腕頭静脈異常 3 4 




健康者10人の対照を取ると， 8.2--13.6cm HzO，平均 10.5土0.50cm HzO であったが，上大静脈
症候群を呈したものは 23.9--45.6cm HzO，平均 31.2 士 2.07cm HzO と著明な上昇を示した。 又上




かったが，静脈圧が 25cm HzO 以上ありながら，上大静脈症候群を発現しなかったものが 4 例見
出された。此等の症例は全て造影像にて縦胸静脈系の副血行路が特に太く造影されていた。
(4) 手背皮下 Na131 1 クリアランス・テスト正常人 9 人の対照では半減時間が 6.0--17.0 分，平均
11.1 士 0.67分であった口上大静脈症候群を呈したものは22.2--33.9分，平均25.5 土1. 67分で，上大
静脈症候群を呈しなかった肺，縦隔疾患症例は6.0-31. 5分，平均14.0士1. 22分であった。
半減時間と静脈圧との閣の関係を見ると r=0.59で有意の相関を示したが，静脈圧が高くて上大







(3) 手背皮下 Na131 1 クリアランス・テストは上大静脈症候群の定量的指標となり得る。





複雑な閉塞状波を解明するには尚幾多の例外を認めざるを得ない。そこで新しく手背皮下 Na131 1 ク
リアランス・テストを導入して本症の機能的評価を行なった。
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